
平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
②
③
① 人
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 洞杉指定文化財推進事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成２年 終了年度

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 4.洞杉指定文化財推進事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 文化費

平成２６年 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 洞杉の市・天然記念物に指定する作業及び指定に伴う環境整備と活用。

対　   　象 洞杉、洞杉所有者、市民、観光客。

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

洞杉の文化財としての保存、整備、活用

意       図
（成果指標）

洞杉を生息環境の悪化から守るとともに、洞杉に対する市民の意識を高める。

活
動
指
標

洞杉の整備 0 0 1 1 100.0% 1

郷土の歴史や祭りなどの伝統が継承され、自然に育まれた文
化が豊かであると思う市民の割合 40 55 41 53 129.3% 42
洞杉を訪れた観光客数

支
出
内
訳

①需用費 0 0 10,000 0

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

10,000
②委託料 40,000 0 37,900 0 418,000

決算額 決算増減率 当初予算額

0
④負担金補助及び交付金 0 0 0 0 0
③工事請負費 0 0 0 0

0
支出合計（Ａ） 440,000 379,260 347,900 298,830 -21.2% 428,000
⑤その他 400,000 379,260 300,000 298,830 -21.2%

財
源
内
訳

①国庫支出金 0 0 0 0

③地方債 0 0 0 0

0
②県支出金 0 0 0 0 0

0
④その他（使用料、雑入等） 0 0 0 0 0

428,000
収入合計 440,000 379,260 347,900 298,830 -21.2% 428,000
⑤一般財源 440,000 379,260 347,900 298,830 -21.2%

②年間所要時間 240 240 60 120 -50.0% 60

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

680,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

「洞杉及び岩上植物群落」の名称で市・天然記念物に指定した。
指定に伴い洞杉を紹介する解説板と見学者に注意を喚起する案内板を設置した。

1,008,000 252,000 504,000 -50.0% 252,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 1,448,000 1,387,260 599,900 802,830

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,008,000

0.0% 2

Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

-42.1%

３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

平成25年度の文化財（天然記念物）の指定を踏まえて、適切な保
存活用に努める。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
②
③
① ％
② 人
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 文化財保存事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 不明 終了年度

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 文化財保存事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 文化費

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要

市内にある文化財の保存・活用のため、説明看板や標柱、標識の設置を行う。
風水害による文化財の破損際の調査、修繕を行う。
文化財の保存のための整備、補助、調査を行う。
国指定・重要無形文化財「魚津のタテモン行事」をおこなうために協力している。

対　   　象 市内の文化財。

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

市内の文化財の保存・活用のために整備を行うと伴に、伝統的な祭りの継承に努める。

意       図
（成果指標）

市民の文化財の認知や保護への理解が深まり、適切に保存されるとともに、祭り等の伝統文化が継承される。

活
動
指
標

文化財保存のための整備・補助の件数 4 4 4 7 175.0% 5

42
たてもん協力隊参加者数 250 245 250 281 112.4% 320

市民意識調査満足度・郷土の歴史や伝統が継承され、自然に育まれた文化が豊かである。 40 55 41 53 129.0%

支
出
内
訳

①需用費 339,000 231,228 629,000 599,817 159.4%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

1,375,000
②委託料 1,980,000 1,428,000 1,178,100 1,178,100 -17.5% 1,199,000

決算額 決算増減率 当初予算額

0
④負担金補助及び交付金 4,985,000 4,985,000 378,000 366,000 -92.7% 97,000
③工事請負費 1,700,000 1,653,750 0 -100.0%

266,000
支出合計（Ａ） 9,263,000 8,452,478 2,444,100 2,337,460 -72.3% 2,937,000
⑤その他 259,000 154,500 259,000 193,543 25.3%

財
源
内
訳

①国庫支出金 0 0 0 0

③地方債 0 0 0 0

0
②県支出金 990,000 714,000 588,000 579,000 -18.9% 0

0
④その他（使用料、雑入等） 0 0 0 0 0

2,937,000
収入合計 9,263,000 8,452,478 2,444,100 2,337,460 -72.3% 2,937,000
⑤一般財源 8,273,000 7,738,478 1,856,100 1,758,460 -77.3%

②年間所要時間 800 800 884 600 -25.0% 960

①事務事業に携わる正規職員数 4 4 3 3

6,969,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

たてもん橇の修繕。旧沢崎家の屋根の補修。
大沢地鎮杉の補修。解説板、標柱の設置。
たてもん協力隊の募集を市内高校及び市内企業に訪問して依頼。

3,360,000 3,712,800 2,520,000 -25.0% 4,032,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 12,623,000 11,812,478 6,156,900 4,857,460

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 3,360,000

-25.0% 3

Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

-58.9%

３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

国・県・市指定文化財や今後、保存すべき文化遺産に対して、現状把握
を行い、保存・整備・活用について、検討する必要がある。
国が「魚津のタテモン行事」を含む「山・鉾・屋台行事」についてＨ27
年度にユネスコ無形文化遺産登録を目指すことになったことから、今後
のＰＲが求められている。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 件
③
① 件
② 件
③ 件

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 文化財管理事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和38年 終了年度

10　明日を担う人づくり 項

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 文化財管理事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 文化財管理事業

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 市内にある文化財の管理。文化財保護審議会及び博物館協議会の開催。

対　   　象 市内の文化財。

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

文化財保護審議会及び博物館協議会の開催及び未指定文化財の調査を実施し、文化財の保存や活用を図る。また博物館のより良い運営形態を図る。

意       図
（成果指標）

未指定文化財の調査や、文化財の状況を随時確認することで、文化財の劣化や破壊を防ぎ、後世に残すことができる。

活
動
指
標

文化財保護審議会の開催 2 1 2 1 50.0% 2
博物館協議会の開催 2 0 2 0 0.0% 2

1
新たな指定文化財件数 0 0 1 1 100.0% 0
文化財調査件数 2 1 1 1 100.0%

支
出
内
訳

①需用費 155,000 105,897 179,000 91,592 -13.5%

54

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

適切な管理下にある指定文化財 53 53 54 54 100.0%

成
果
指
標

355,000
②委託料 364,000 281,500 388,000 220,000 -21.8% 390,000

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金
③工事請負費

321,000
支出合計（Ａ） 693,000 449,269 874,000 429,652 -4.4% 1,066,000
⑤その他 174,000 61,872 307,000 118,060 90.8%

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
1,066,000

収入合計 693,000 449,269 874,000 429,652 -4.4% 1,066,000
⑤一般財源 693,000 449,269 874,000 429,652 -4.4%

②年間所要時間 440 440 300 460 4.5% 300

①事務事業に携わる正規職員数 4 4 3 3

2,326,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

平成25年5月8日に、「洞杉及び岩上植物群落」を市の天然記念物として指定した。
文化財保護審議会で議題となった「火祭り」の調査を実施した。
県指定史跡である松倉城跡の草刈りを2回実施した。

1,848,000 1,260,000 1,932,000 4.5% 1,260,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,541,000 2,297,269 2,134,000 2,361,652

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,848,000

-25.0% 3

Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

2.8%

３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

文化財保護審議会及び博物館協議会で出された意見等に基づき、
文化財の管理や博物館等の運営の改善に努める必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
②
③
① 件
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 文化財保護団体育成事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成16年度 終了年度

10　明日を担う人づくり 項

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 文化財保護団体育成事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 文化財保護団体育成事業

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
指定無形民俗文化財の保存団体の実施する事業について、魚津市より補助金を交付し、文化財の保存・継承に必要と
なる活動や魚津の歴史を研究する歴史同好会の活動について支援する。

対　   　象 指定無形民俗文化財保存団体。

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

各保存団体において、郷土に伝わる文化財の保存・継承が行われる。

意       図
（成果指標）

保存会等の活動が活発になり、無形民俗文化財が適切に保存・継承される。また、歴史同好会会員により魚津の歴史
や伝統についての調査がなされる。

活
動
指
標

指定無形民俗文化財保護団体の維持 4 4 4 4 100.0% 4

4保存・継承されている無形民俗文化財の数 4 4 4 4 100.0%

支
出
内
訳

①需用費

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

②委託料

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金 590,000 590,000 230,000 230,000 -61.0% 230,000
③工事請負費

60,000
支出合計（Ａ） 731,000 590,000 291,000 290,200 -50.8% 290,000
⑤その他 141,000 0 61,000 60,200

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
290,000

収入合計 731,000 590,000 291,000 290,200 -50.8% 290,000
⑤一般財源 731,000 590,000 291,000 290,200 -50.8%

②年間所要時間 460 460 60 220 -52.2% 60

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 3 3

542,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

市指定の無形民俗文化財保持団体への事業補助。
全国山・鉾・屋台保存連合会総会へ出席。

1,932,000 252,000 924,000 -52.2% 252,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,663,000 2,522,000 543,000 1,214,200

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,932,000

50.0% 3

Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

-51.9%

３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

文化財保存団体も高齢化の進展により、活動の維持が難しくなっ
てきており、今後も継続して補助していく必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 箱
②
③
① 箱
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 埋蔵文化財調査室管理事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和27年度 終了年度

10　明日を担う人づくり 項

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 埋蔵文化財調査室管理事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 埋蔵文化財調査室管理事業

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要
埋蔵文化財調査室の施設管理を適切に行い、発掘調査によって出土した埋蔵文化財を整理し、管理・収蔵及び調査報
告書の作成等を行う。

対　   　象 発掘された埋蔵文化財及び発掘調査記録。

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

出土品及び記録保存された図面等に対する適切な整理・収蔵。

意       図
（成果指標）

発掘された埋蔵文化財が適切に整理、管理、収蔵される。これにより魚津の文化財として適切に保存されることになる。

活
動
指
標

発掘遺物量 15 10 15 22 146.7% 15

15収蔵遺物量 15 10 15 22 146.7%

支
出
内
訳

①需用費 941,000 820,783 1,041,000 772,753 -5.9%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

387,000
②委託料

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金
③工事請負費

36,000
支出合計（Ａ） 977,000 852,100 1,077,000 804,217 -5.6% 423,000
⑤その他 36,000 31,317 36,000 31,464 0.5%

財
源
内
訳

①国庫支出金 977,000 852,100 1,077,000 783,087

③地方債

-8.1%
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
423,000

収入合計 977,000 852,100 1,077,000 804,217 -5.6% 423,000
⑤一般財源 21,130

②年間所要時間 270 270 240 300 11.1% 60

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 3 3

675,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

国道8号バイパス建設等の遺跡試掘調査や市内埋蔵文化財包蔵地の分布調査で採集した遺物整理作業及び報告書作成作業を実施し
た。

1,134,000 1,008,000 1,260,000 11.1% 252,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,111,000 1,986,100 2,085,000 2,064,217

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,134,000

50.0% 3

Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

3.9%

３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

出土した遺物を収蔵整理する埋蔵文化財調査室は必要であり、収
蔵方法等を検討する必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 日
③ 件
① 件
② 件
③ 件

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 遺跡試掘調査事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 不明 終了年度

10　明日を担う人づくり 項

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 遺跡試掘調査事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 遺跡試掘調査事業

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要
開発対象区内にある埋蔵文化財包蔵地において、遺跡の有無や範囲を確認するための試掘調査を行う。
埋蔵文化財包蔵地の範囲確認のための、分布調査を実施する。
松倉城郭群の詳細調査を実施する。

対　   　象 開発対象地区内にある埋蔵文化財包蔵地等。

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

埋蔵文化財包蔵地内で開発行為が行われる場合には試掘調査を実施する。また、市内の埋蔵文化財包蔵地の分布調査
や松倉城郭群の詳細調査を実施する。

意       図
（成果指標）

試掘結果に基づき、開発予定地内における本発掘調査の有無について判断する。市内分布調査についてはその結果の報告書を刊
行する。松倉城郭群詳細調査については、調査結果を取りまとめ、松倉城郭群調査検討委員会で報告する。

活
動
指
標

試掘調査実施件数 0 0 2 2

松倉城郭群の詳細調査（城下町・聞き取り・史料・地籍図の各調査） 0 0 2

100.0% 3
分布調査日数 0 0 30 27 90.0% 8

3
分布調査報告書の刊行 0 0 1 1 100.0% 1

2 100.0% 2
試掘調査結果に基づく本発掘調査有無の判断件数 1 1 2 2 100.0%

支
出
内
訳

①需用費 500,510 449,836

1

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

松倉城郭群検討委員会への調査結果の報告 0 0 1 1 100.0%

成
果
指
標

500,000
②委託料 189,000 9,630 1,085,540 1,085,540 11172.5% 2,000,000

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金 3,000 2,457 3,000
③工事請負費

673,000
支出合計（Ａ） 592,000 93,630 2,061,000 2,007,503 2044.1% 3,176,000
⑤その他 403,000 84,000 471,950 469,670 459.1%

財
源
内
訳

①国庫支出金 1,000,000 1,000,000

③地方債

1,500,000
②県支出金 296,000 500,000 500,000 750,000

④その他（使用料、雑入等） 1,000 907 1,000
925,000

収入合計 592,000 93,630 2,061,000 2,007,503 2044.1% 3,176,000
⑤一般財源 296,000 93,630 560,000 506,596 441.1%

②年間所要時間 540 540 900 700 29.6% 1,200

①事務事業に携わる正規職員数 3 3 3 3

8,216,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

埋蔵文化財包蔵地内における試掘調査を2件実施した。
市内遺跡詳細分布調査として松倉地区、上中島地区の2か所の分布調査を実施した。
松倉城郭群の詳細調査では、城下町の分布調査、地名・伝承等の聞き取り調査、地籍図調査等を実施した。

2,268,000 3,780,000 2,940,000 29.6% 5,040,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,860,000 2,361,630 5,841,000 4,947,503

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 2,268,000

0.0% 3

Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

109.5%

３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

埋蔵文化財包蔵地は、開発業者・建設業者には事前調査の必要性
は理解されているが、一般市民には存在そのものが知られていな
い。今後は、市民の目の届くところに埋蔵文化財包蔵地の地図を
置き、開発前の事前調査の必要なことを知らせる。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 件
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 国道8号バイパス遺跡調査事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成19年度 終了年度

10　明日を担う人づくり 項

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 国道8号バイパス遺跡調査事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 国道8号バイパス遺跡調査事業

平成25年度 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 入善黒部バイパス建設予定地内にある埋蔵文化財包蔵地において行った発掘調査及び出土品等の整理を実施する。

対　   　象 国土交通省、市民、計画範囲内にある周知の埋蔵文化財包蔵地。

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

発掘調査を実施した遺跡に対しての調査報告書を刊行。

意       図
（成果指標）

埋蔵文化財包蔵地の範囲、内容を確認し、発掘調査実施の有無や積算根拠となる記録収集を行い、調査報告書を刊行
する。調査後には、バイパス建設工事が予定通り実施される。

活
動
指
標

発掘調査完了遺跡数 4 4 0 0
試掘調査報告書の刊行 0 0 2 2 100.0%

整理作業達成度 75 75 100 100 100.0%

支
出
内
訳

①需用費 3,543,000 2,362,519 2,460,000 2,183,148 -7.6%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

②委託料 3,000,000 2,997,750 550,000 451,500 -84.9%

決算額 決算増減率 当初予算額

④負担金補助及び交付金 76,000 51,395 38,000 33,331 -35.1%
③工事請負費

支出合計（Ａ） 15,301,000 12,953,489 6,528,000 5,540,659 -57.2% 0
⑤その他 8,682,000 7,541,825 3,480,000 2,872,680 -61.9%

財
源
内
訳

①国庫支出金 15,273,000 12,914,900 6,515,000 5,506,913

③地方債

-57.4%
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 28,000 18,457 13,000 11,672 -36.8%

収入合計 15,301,000 12,953,489 6,528,000 5,540,659 -57.2% 0
⑤一般財源 20,132 22,074 9.6%

②年間所要時間 1,400 1,400 600 600 -57.1%

①事務事業に携わる正規職員数 4 4 2 2

0

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

平成19年度から実施した8号バイパス建設に伴う試掘調査の調査報告書と平成20、21年度に実施した仏田遺跡の本発掘調査の調査報
告書の2冊を刊行した。

5,880,000 2,520,000 2,520,000 -57.1% 0

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 21,181,000 18,833,489 9,048,000 8,060,659

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 5,880,000

-50.0%

Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

-57.2%

３ 妥当でない

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

25年度をもって事業完了した。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 日
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

調査の初年度であり、従前の博物館事業の延長線上であった。次
年度より魚類・両生類はもとより、昆虫類・爬虫類・鳥類・哺乳
類の調査にも参加、協力して、市史編纂の基礎資料を収集してい
く。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通

３ 低い・未実施

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない
対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性

1,410,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

・魚津市内の生物の調査

0 1,260,000 840,000 1,260,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 0 0 1,410,000 952,382

人
件
費 ③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 0

3

②年間所要時間 300 200 300

①事務事業に携わる正規職員数 3 3

150,000
収入合計 0 0 150,000 112,382 150,000
⑤一般財源 150,000 112,382
④その他（使用料、雑入等）

②県支出金財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債

支出合計（Ａ） 0 0 150,000 112,382 150,000
⑤その他
④負担金補助及び交付金
③工事請負費

150,000
②委託料

決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 150,000 112,382

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額

成
果
指
標

53調査による情報収集率 30 30 100.0%

野外調査、資料（文献、書籍など）の情報収集

意       図
（成果指標）

魚津市史自然編の発刊に必要な情報や資料を、野外調査や情報収集によって集積する。

活
動
指
標

野外調査日数 20 20 100.0% 50
３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働可能だが予定なし

２
事
業
概
要

事 業 概 要 魚津市史自然編編集の基礎データを蓄積するため、市内の生物に関する調査を行う。

対　   　象 魚津市内の生物全般

総
合
計
画

計画 実績 計画 実績 達成率 計画

手       段
（活動指標）

水族館費

施  策  名 33　文化の振興 目 水族館管理費

平成28年 予
算
科
目

会　   　計 水族館事業特別会計

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 水族館費

政  策  名

水族博物館

予 算 事 業 名 ８.市史編纂動物調査事業 係　   　名 飼育研究係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-24-4100

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 市史編纂動物調査事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成25年 終了年度

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① 件
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

2名の学芸員は日常業務やリニューアルに多忙を極めているが、本
人の資質向上のためと魚津市の基礎資料となるので無理を承知で
実施している。ここ数年が資料収集のヤマとなるので、サポート
体制の充実を図りたい。

評
価
結
果

不要 　

150,000
350,000

3

2,520,000

600

350,000

26年度
当初予算額

200,000

1,000

計画
50

229,153

予算現額 決算額 決算増減率

280,000

1,100 800 162.5%1,300

25年度

136,228

指　標　名

24年度
決算額予算現額

活
動
指
標

野外調査等回数
実績

37
計画

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

１ 高い
１ なし

１ 高い
１ 適正である

Ａ

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

１ 適正である

2,870,000

3

2,800,000

○魚津市の植物に関する調査
○魚津市の地質・地学分野に関する調査
○標本、データ等の整理

有  効  性

Ａ
１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

２ 検討の余地あり

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠

2,749,153

600

2,520,000

0

基本目標４　人と文化を育むまち

11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興

33　文化の振興

②県支出金

④負担金補助及び交付金

①国庫支出金

区　　分

①需用費
②委託料

①事務事業に携わる正規職員数

2,520,0000

単位

0 280,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 0

支出合計（Ａ） 0

0

0

3

600

成
果
指
標

支
出
内
訳

新規収集資料数（画像ファイル等のデータ等２次資料を含む）

③工事請負費

⑤その他

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

800

一般会計

教育費

社会教育費

埋没林博物館費

２
事
業
概
要

事 業 概 要 魚津市史自然編編纂の基礎データとするため、市内の植物、地質に関する調査等を行う

対　   　象

意       図
（成果指標）

調査により得られた標本、文献、情報等を整理保管し、市史自然編編纂の基礎データを整える

野外調査、文献調査等を実施し、標本、文献、情報等を収集する

魚津市の植物、地質等

手       段
（活動指標）

33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況

26年度

政  策  名

施  策  名

３
指
標

25年度

50

単位 24年度

協働している

92,925
229,1530 280,000

140,000

ソフト事業

140,000

終了年度平成25年度開始年度 平成29年度

埋没林博物館市史編纂植物・地質調査事業

市史編纂植物・地質調査事業

自治事務

管理係係　   　名

0765-22-1049

担
当
部
署

予
算
科
目

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分 電 話 番 号

会　   　計

款

達成率
74.0%

350,000

項

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

３ 適正でない
効  率  性 Ａ

２ 検討の余地あり

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

目  標  名

目

３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 低い・未実施
３ あり
３ 低い
３ 低い
３ 適正でない

229,153

計画
50

実績
25

評価項目 内　　容
自治体関与の妥当性
目的の妥当性
対象の妥当性

２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 検討の余地あり


